
特例市　やまと

佐
藤
嘉
兵

か
へ
い

氏
、
同
　
長
谷
川
功
氏
、
同

中
島
睦
安

む
つ
や
す

氏
、
東
京
工
業
大
学
大
学
院
教

授
　
井
上
義
夫
氏

と
こ
ろ
▼
①
③
④
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
②
大

和
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院

定
　
員
▼
各
講
座
50
人

受
講
料
▼
3，
0
0
0
円（
学
生
1，
5
0
0

円
）

申
し
込
み
▼
12
月
26
日（
木
）（
必
着
）ま
で
に

往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

返
信
面
に
住
所
、
氏
名
を
明
記

し
て
〒
2
4
2-

0
0
1
8
深

見
西
1-

3-

17
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
市
民
大
学
」
係
へ
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1

（
2
6
1
）0
4
9
1
、

shoug
ai

へ
。

6

市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

高
度
で
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す

る
「
や
ま
と
市
民
大
学
」。
市
教
育
委
員
会

で
は
、
今
期
も
1
月
か
ら
、
3
コ
ー
ス
4
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

【
人
間
を
知
る
コ
ー
ス
】

①「
現
代
を
生
き
る
た
め
の
人
間
学
Ⅱ
」

（
来
年
1
月
19
日
〜
3
月
23
日
の
毎
週
日
曜

日
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
、
全
10
回
）

未
来
に
対
す
る
社
会
不
安
が
多
世
代
に
広

が
る
現
状
を
踏
ま
え
、
前
年
度
の
講
義
を
発

展
さ
せ
て
、
よ
り
具
体
的
に
「
人
間
ら
し
さ
」

を
問
い
直
し
ま
す
。

講

師
▼
横
浜
国
立
大
学
教
授
　
高
橋
勝

氏
、
上
智
大
学
教
授
　
増
渕
幸
男
氏
、
評

論
家
　
小
浜
逸
郎

い
つ
お

氏
、
青
山
学
院
大

学
教
授
　
今
井
重

孝
氏
、
横
浜
国
立

大
学
助
教
授
　
井

上
果
子

か

こ

氏

②
「
与
謝
野
晶
子

の
人
生
と
歌
」

（
来
年
1
月
14
日

〜
3
月
18
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
6

時
30
分
〜
8
時
30

分
、
全
10
回
）

働
く
女
性
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
与
謝
野

晶
子
を
、
母
親
、
女
性
と
し
て
現
代
に
も
通

ず
る
一
人
の
人
間
と
し
て
研
究
し
ま
す
。

講

師
▼
目
白
大
学
短
期
大
学
部
非
常
勤
講

師
　
香
内

こ
う
ち

信
子
氏

【
大
和
を
知
る
コ
ー
ス
】

③「
大
和
学
Ⅱ
　
中
世
・
近
世
の
大
和
」

（
来
年
1
月
19
日
〜
3
月
23
日
の
毎
週
日
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午
、
全
10
回
）

前
年
度
の
「
原
始
・
古
代
」
に
続
き
、
大

和
の
歴
史
を
、
よ
り
詳
し
く
、
日
本
の
歴
史

と
も
結
び
つ
け
な
が
ら
深
く
学
習
し
ま
す
。

講

師
▼
東
国
歴
史
考
古
学
研
究
所
　
田
代

郁
夫
氏
、
文
化
財
調
査
指
導
員
　
下
山
治

久
氏
、
小
田
原
城
郭
研
究
会
　
小
笠
原
清

氏
、
相
模
原
市
立
博
物
館
特
別
顧
問
　
神

崎
彰
利
氏
、
厚
木
市
史
編
集
委
員
　
飯
田

孝
氏

【
現
代
を
知
る
コ
ー
ス
】

④「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
際
と
展
望
」

（
来
年
1
月
18
日
〜
3
月
22
日
の
毎
週
土
曜

日
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
、
全
10
回
）

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
有
用
物
質
の

大
量
生
産
や
植
物
の
品
種
改
良
な
ど
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
専
門
的
で
理
解
し
に
く
い
部
分
を
、

分
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

講

師
▼
日
本
大
学
教
授
　
井
上
正
氏
、
同
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「
や
ま
と
市
民
大
学
」を
開
講
し
ま
す

11
月
7
日
、
今
夏
の
激
し
い
騒
音
被
害

を
受
け
て
、
県
と
大
和
市
な
ど
厚
木
基
地
周

辺
7
市
と
議
会
関
係
者
で
構
成
す
る
「
厚
木

基
地
騒
音
対
策
協
議
会
」
の
総
会
が
大
和
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
な
ど
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
航

空
機
騒
音
の

解
消
に
向
け

た
国
、
米
軍

へ
の
要
請
内

容
が
採
択
さ

れ
、
今
後
の

運
動
方
針
が

議
論
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
に
続
き
、
外
務
省
や
防
衛
庁
、
米
国

大
使
館
な
ど
に
対
し
、「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
よ
る
航

空
機
騒
音
の
解
消
」
と
、「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
直
前
に
集

中
的
に
行
わ
れ
る
飛
行
訓
練
」
に
伴
う
騒
音

の
解
消
に
努
め
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
う
し
た
訓
練
に
つ
い
て
事
前
の
情
報

提
供
な
ど
に
つ
い
て
も
強
く
求
め
ま
し
た
。

要
請
に
対
し
て
政
府
は
、「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
硫
黄
島
を
基
本
と
し

て
行
う
よ
う
、
米
軍
に
働
き
か
け
る
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地

対
策
担
当
1（
2
6
0
）5
3
1
0
、

kichi

へ
。
な
お
、
騒
音
に
対
す
る
苦
情
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
総
会
が
開
催

「
N
L
P
に
よ
る
航
空
機
騒
音
の
解
消
」を
訴
え
る
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市
は
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
同

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
内
の
小
学
4
〜
6
年
生

を
対
象
に
原
画
を
募
集
し
、
今
年
は
8
1
4

点
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
遠
藤
夏
希

な
つ
き

さ

ん（
大
野
原
小
5
年
）の
作
品（
写
真
）が
、
ま

職
　
　
種
▼
技
能
員（
作
業
員
）

人
　
　
員
▼
若
干
名

職
務
内
容
▼
ご
み
の
収
集
・
処
理
、
道
路
補

修
、
そ
の
ほ
か
現
場
で
の
労
務

作
業
に
従
事（
交
替
に
よ
る
夜

間
勤
務
あ
り
）

受
験
資
格
▼
昭
和
44
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
を
運
転

で
き
る
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
15
年

3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

試
験
日
▼
第
一
次
　
来
年
1
月
11
日（
土
）

受
付
日
▼
12
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）午

前
9
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
1

時
30
分
〜
4
時
に
市
役
所
5
階

研
修
室
へ
。

※
受
験
案
内
は
12
月
19
日（
木
）ま
で
市
役
所

3
階
職
員
課
で
配
布
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
職
員
課
人

事
担
当
1（
2
6
0
）

5
3
3
8
、

shokuin

へ
。
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交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
が
決
定
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市
職
員
を
募
集

来
年
4
月
1
日
付
採
用
予
定

第
6
回
「
米
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」（
主

催：
大
和
市
地
場
農
産
物
消
費
拡
大
推
進
協

議
会
）が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童
に「
米
」を
再

認
識
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
米
食
の
定
着
、

米
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
市
内
の
小
学
校
13
校

か
ら
2
7
5
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

◆
優
秀
賞

「
お
こ
め
と
私
」本
間
絢あ

や（
引
地
台
小
3
年
）

「
お
米
の
ひ
み
つ
」杉
江
真
紀（
緑
野
小
3
年
）

「
初
め
て
の
焼
き
お
に
ぎ
り
」新
橋
和

に
い
は
し
い
ず
み（

林
間

小
4
年
）

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
米
」森
勇
樹（
南
林
間

小
6
年
）。

◆
優
良
賞

秋
葉

あ
き
ば

七
恵

な
な
え（

下
福
田
小
1
年
）、
大
内
愛
理

あ
い
り

（
下
福
田
小
2
年
）、
小
林
萌
々
子

も

も

こ
（
大
和
小

3
年
）、
鈴
木
美
沙
都

み

さ

と
（
下
福
田
小
4
年
）、

小
峰
江
美（
林
間
小
4
年
）、
坂
井
く
る
み

（
大
和
小
5
年
）、
渡
邊

わ
た
な
べ

麻
衣
子（
桜
丘
小
6

年
）、
久
保
田
ち
ひ
ろ（
桜
丘
小
6
年
）。

◆
佳
良
賞

橋
喜
和
子

き

わ

こ（
下
福
田
小
2
年
）、
篠
原
知
寛

ち
ひ
ろ

（
福
田
小
2
年
）、
小
清
水
諒

こ
し
み
ず
り
ょ
う（
引
地
台
小
2

年
）、
文
沢

ふ
み
ざ
わ

百
合
香

ゆ

り

か
（
北
大
和
小
4
年
）、
松

岡
到い

た
る（
林
間
小
4
年
）、
年
清

と
し
き
よ

百
合
乃

ゆ

り

の
（
林
間

小
4
年
）、
池
谷

い
け
た
に

綾
乃

あ
や
の（
大
和
小
5
年
）、
杉

江
美
紀（
緑
野
小
6
年
）、
岡
安

お
か
や
す

莎
奈

さ

な
（
南
林

間
小
6
年
）、
和
田
理
恵
子（
林
間
小
6
年
）。

◆
努
力
賞

物
け
ん
も
つ

佑
妃

ゆ

き
（
大
和
小
1
年
）、
根
建

ね
だ
て

萌
衣

も

え
（
下

福
田
小
2
年
）、
齋
藤

さ
い
と
う

湧
也

ゆ
う
や

（
引
地
台
小
2

年
）、
猪
熊
正
平

い
の
く
ま
し
ょ
う
へ
い（

引
地
台
小
3
年
）、
佐
藤
優ゆ

う

（
引
地
台
小
3
年
）、
本
名

ほ
ん
な

翔
吾（
引
地
台
小

3
年
）、
森
下

ひ
ろ
し（
北
大
和
小
4
年
）、
小
■

こ
す
げ

大
地（
引
地
台
小
5
年
）、
木
村
萌
子

も
え
こ（
引
地
台

小
6
年
）、
木
村
洋
暁

ひ
ろ
あ
き（

文
ヶ
岡
小
6
年
）、
山

田
祐
樹（
文
ヶ
岡
小
6
年
）。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
農
政
課
農
政
担
当

1（
2
6
0
）5
1
3
2
、

nousei

へ
。

た
、
優
秀
賞
30
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
作

品
は
、
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
大
和
市

交
通
安
全
推
進
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
遠
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー

と
な
り
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
交
通
安
全
対
策
課

交
通
安
全
担
当
1（
2
6
0
）5
1
1
8
、

anzen

へ
。
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「
米
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
作
品
が
決
定

「
無
事
故
で
年
末
・

笑
顔
で
新
年
」

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

12
月
11
日
〜
20
日




